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数は，毎年平均で 800 件にのぼっている［7］．過労死は社会問題となっている． 
過労死と疲労との関係について検討されてきたが，厚生労働省平成 13 年 12 月 12
日付け基発第 1063号により，このような脳・心臓疾患の発症に影響を及ぼす業務に明
らかな過重負荷として，発症に近接した時期における労働の負荷のほか，長期間にわ
たる疲労の蓄積も考慮することになった［8－9］．これは，2000 年 7 月に最高裁判所が，
労働基準監督署長が業務外と判断した自動車運転者に係わる 2 件の事件について，
慢性の疲労や就業態様に応じた諸要因を考慮する考え方を示した判決を行ったことを






































の評価方法として，自覚症しらべ［29－30］，NASA‐TLX （National Aeronautics 

















































































Fig.1-1. Stress and Fatigue［35］． 













Fig．1-2．Schematic diagram of fatigue and recovery process［40］． 
図 1-2 疲労および回復過程の位相別因子の概念図（渡辺恭良，“疲労とは？―疲
労の統計，疲労の科学で何をつきとめなければならないか？”，医学のあゆ




















本研究は，1）独立成分分析 (Independent Component Analysis：ICA)による疲
労に関連する信号の抽出手法の構築，2）大規模データベースオンラインモデリング
（Large-scale database-based Online Modeling: LOM）による疲労度の推定手法
 ６ 
の構築と疲労度ソフトセンサの開発を行う． 



















































本論文の構成は，8 章から構成されており，その概要は以下のとおりである．  











した NASA‐TLX，蓄積的疲労徴候インデックスについて説明する．第 3 節では，本研
究における精神疲労の評価方法の考え方について，作業負荷方法の選定，生体情報
の選定と測定機器，被験者の選定について述べる． 
第 3 章では，第 2 章で検討した精神疲労の評価方法の考え方に基づいて行った生
体信号データの分散分析による精神疲労の評価について述べる．VDT 作業実験の結






結果を説明し，第 5 節で考察する．第 6 節では，まとめを述べる． 
第 4 章では，第 3 章の結果をもとに，ICA を使用して疲労に関連する信号を抽出す
る方法を提案する．VDT 作業中に計測した生体信号から ICA を使用し疲労に関連す




の抽出について，第 5 節ではまとめを述べる． 
第 5章では，第 4章の結果をもとに，大規模データベースオンラインモデリングによる
「疲労度」の推定について述べる．過去の生体信号に基づいた統計モデルによる｢疲労
度｣の推定方法について説明する．第 1 節では，第 5 章の目的を述べ，第 2 節では，
重回帰分析について述べる，第 3 節では，大規模データベースオンラインモデリングの
基本的な概念となる JIT モデリングを説明する．第 4 節では，LOM の概要として，
LOM の構成，ステップワイズ法による相空間の低次元化，相空間の量子化と近傍探












ついて述べる．第 6 節では，まとめを述べる． 
第 7 章では，今後の展望について述べる． 
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